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レアリスムという概念 １ は、文学史において、まずは以下のように定義される。すなわち、 
急速に発展する自然科学と実証主義思想の影響により、客観的描写、科学的方法な 





家にとっては、それは一つの形式である」 2 。形式としてのレアリスムは各々の文学評論家 
により数多くの定式が存在する。例えば、「カーニヴァル的レアリスム、空想的レアリスム、 
問題探求的レアリスム、風刺的レアリスム、闘争的レアリスム、フォルマリスト・レアリスム、 









(romanciers du réel)」 4 たちである。自然主義という文学理論運動の第一人者として知 
られている 19 世紀フランスの作家エミール・ゾラ(Émile Zola, 1840­1902) 5 はその中の 
一人である。文学史から見ると、ゾラは「レアリスム小説家(romancier réaliste)」 6 である 
かどうかは曖昧であるが、「現実の小説家」という点は明白である。彼の代表作である『ル 












けるために 9 、ゾラの「レアリスム」という呼び方を採用する。 
2．研究の背景 
近年、ゾラの「レアリスム」問題はミメーシスと社会表象 １０ 、小説と社会表象 １１ 、科学とイ 
デオロギー 12 、想像と象徴 13 、歴史と認識 14 、詩学とイデオロギー 15 、歴史と階級意識 16 、 
















今日の出来事よりもむしろ昨日の出来事―多くの場合にはごく近い過去―を語る」 18 。ゾ 
ラの『叢書』がその好例である １９ 。『叢書』の執筆開始は第二帝政の終わる頃―1869 年 







また、『叢 書 』の副 題 である「第 二 帝 政 下 におけるある家 族 の自 然 的 社 会 的 歴 史 
(histoire naturelle et sociale d'une famille sous le Second Empire)」のなかでの 
















似性を立証しようとしたポール・リクールは、その大著『時間と物語』 20 において、歴史叙 
述も虚構の物語も、生起したことを表象＝再現前しながら報告するわけであるから、同一 
の「説話構造」に基づいて構築されると主張する。それに基づいて、その後の著書『記 
憶・歴史・忘却』 21 では、レアリスム小説と歴史学の間の表記法の関連性を指摘している。 
ヘイドン・ホワイトの『メタヒストリー』 22 は同様に、歴史学の表記法とレアリスムの間の関連 







ル・ヴィノックの『自由の声』 23 やモナ・オズーフの『小説が語ること』 24 、アメリカのピータ 
ー・ゲイの『小説から歴史へ』 25 などがある。 
歴史家の表象対象が、「絶対的に起きたこと、絶対的に過去の人間行動、絶対的他 






























































































の重要性を指摘する ２７ 。リクールがその著書『記憶・歴史・忘却』の日本語版への序文の 
中で、記憶が歴史の母胎であり、歴史の対象であり、歴史に教えられるものであると主張 
する ２８ 。野家啓一は歴史を「記憶の共同体」、「共同体の記憶」と定義している。彼による 
と、歴史とは「構造化」され「共同化」された思い出、すなわち「記憶の共同体」に他なら 






不動のものとなる」 30 。「記憶」の問題系が歴史学で重要な問題となっている中で、ピエー 

















































































1. レアリスムという用語は、本来 13 世紀のスコラ哲学者たちによって用いられた古典哲 
学の用語であるが、文学用語としてのレアリスムは、フリードリヒ・シラーがゲーテに宛て 





2. Sous la direction de Gérard Genette et Tzvetan Todorov, Littérature et 
réalité, Seuil, 1982, p.7. 
3. Henri Mitterand, ≪La question du réalisme≫, dans Le Grand Atlas des 
littératures, Encyclopaedia Universalis, 1990(pp.58­59), p.59. 
4. Jacques Dubois, Les romanciers du réel—de Balzac à Simenon, Seuil, 
2000. 


















識して、1869 年から大作『叢書』を書き始め、1877 年、『居酒屋』の発表によって大成 
功を収めた。1878 年から、自然主義流派の第一人者として出世した。特に、1880 年 







義』が未完成のまま、1902 年に急死した。以上ゾラの生涯については Alain Pagès, 
Owen Morgan ，Guide Emile Zola,  Ellipses, 2002 の第一部「Portrait d’un 
écrivain」pp.7­172.を参照した。 
6. 19 世紀後半、ゾラは、急速に発展する生理学と実証主義の影響を受けて、レアリスム 
を発展させ、自然主義(naturalisme)と称する文学潮流を確立したので、「レアリスム 
小説家」というよりはむしろ、「自然主義の小説家」と呼ばれる場合のほうが多い。さら 
に、1881 年に、『自然主義の小説家たち (Les Romanciers naturalistes)』を発表 
した。
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10.Erich Auerbach ; translated by Willard Trask,  Mimesis : the 









11. Henri Mitterand, Zola et le naturalisme, PUF, 1986；Jacques Dubois，Les
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かに、表象の諸形式を誇張しようとする点では réalisme romanesque(ミットランによ 
る)であるという点に帰する。 
12.Alain de Lattre,Le réalisme selon Zola : archéologie d'une intelligence, 
PUF, 1975.  ド・ラットルは著書において、副題である「知の考古学」が示すように、 
「科学的な要求に応じるレアリスム」、「バルザックの模倣」と「レアリスムをゆがめるとい 
うことを危険にさらす悲観主義」という三つのアプローチからゾラの「レアリスム」を広 
範 な 歴 史 的 ・ 社 会 的 コ ン テ ク ス ト に お い て 読 み 解 い た の で あ る （ réalisme 
imagination）。 
13.Roger Ripoll, Réalité et mythe chez Zola, Champion, 1981 ； Claude 










15. Sylvie Thorel­Cailleteau, La pertinence réaliste : Zola, Champion, 2001. 
彼はテーマ論的なアプローチからゾラにおいては、戦闘的で、災難的で、ユートピ
15 
ア的な naturalisme と結論づけた。 
16. György Lukács; translated by John and Necke Mander, Realism in our 








17. Philippe Hamon, Le personnel du roman : le système des personnages 
dans les Rougon­Macquart d'Emile Zola, Genève, Libr. Droz, 1983; Henri 




18. Jacques Dubois, op.cit., p.156. 






20. Paul Ricoeur, Temps et récit, Seuil, 1983­1985. 
21. Paul Ricoeur, La mémoire, l'histoire, l'oubli，Seuil, 2000. 第二部の第三章 
を参照。 
22. Hayden White, Metahistory : the historical imagination in nineteenth 
­century Europe, Baltimore, Johns Hopkins University Press, 1973． 
23. Michel Winock, Les voix de la liberté : les écrivains engagés au XIXe 
siècle, Seuil, 2001.
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24. Mona Ozouf, Les aveux du roman : le XIXe siècle entre Ancien Régime et 
Révolution, Gallimard, 2001. 
25. Peter Gay, Savage reprisals :Bleak house, Madame Bovary, Buddenbrooks, 
New York, W.W. Norton, 2002. 
26. Paul Ricœur, Temps et récit Ⅰ, Seuil, 1983, p.139. 
27. Jacques le Goff, Histoire et mémoire, Gallimard, 1988. 
28. ポール ・リクール 著 、 久 米 博 訳 ，『 記 憶 ・歴 史 ・ 忘 却 』( 上 ) ，新 躍 社 ，2004 年 , 
pp.17-31. 
29. 野家啓一，『物語の哲学』，岩波書店，1996 年，p.128. 
30. Gaston Bachelard, La poétique de l'espace, PUF, 1989, p.28. 
31. Sous la direction de Pierre Nora, Les lieux de mémoire, Gallimard, 1997. 
32. ヴァルター・ベンヤミン著 ; 今村仁司 [ほか] 訳, 『パサージュ論』，岩波書店， 
1993-1995 年。 
33. David Harvey，Paris, capital of modernity, New York, Routledge，2003. 









































言できる」 (Ⅰ.p.368) ２ くらいになっている。ある日彼は、死ぬ運命にある妻のアンジェル 
を連れてパリ北部にあるモンマルトルの丘に上り、パリ大改造の秘密を打ち明けるのであ 
る。実際、パリ大改造の道路の整備・建設 ３ は、サカールの言うように、第一、第二及び 

































































































































































































































































































































位置取りの要点であった。計画された大きな市場建物群(計 8 万 160 平方メートル)のう 































さらに、1857 年に有名なロンシャン競馬場を完成させ、1859 年までにブーローニュをす 
ばらしい森林公園に変貌させるのである。ゾラは物語の冒頭と結末において、かなりのペ 
ージを費やしてこのブーローニュの森とそこにやってくる人々の姿を描いている。冒頭は 
















































「特殊な世界」である １１ 。この章においては、都市空間と社会的諸集団のかかわりに着 
目し、各物語の中の主人公たちの住む場所の変遷および登場したさまざまな盛り場の 
分析を通して、ゾラのいう「五つの社会空間」の一面を提示する。それと同時に、日常生 
活で社会階級の自我意識の強化と、盛り場による「マス＝コミュニケーション」 12 あるいは 
































































































































































































































































の百貨店「ボン・マルシェ」は帝政初期の 1852 年に、「ルーヴル」は 55 年に、「プランタ 
ン」は 64 年に、そして「サマリテーヌ」は 69 年に設立され、その近代的商法と繁栄ぶりは 

























































































している信用機関のうちの最も重要なものの創立が、1848 年から 1864 年という非常に短 
い期間に行なわれていたということである。パリ国民割引金庫は 1848 年に、工業銀行は 
















































































































































道の完備 31 のおかげで、市内の移動が容易になった。1855 年 2 月、県知事オスマンは 
警視庁長官ピエトリと協議のうえ、林立するパリの乗合馬車会社の併合を決定した。「乗 
合馬車会社」なる独占的企業が誕生した。全街区に営業区域を広げた。料金の安さと 
線路の増加を伴って、乗合馬車会社の成長は著しかった。1855 年当時、347 台の馬車 




































の普及である。グースが言ったように、「19 世紀は鉄道の大世紀である。鉄道は 17 世紀 
の悲劇のように 19 世紀の一つの大きなジャンルである」 32 。当時の人々の生活に大きな 
影響を与える鉄道の役割をもっと理解するために、ここはベシューの鉄道に関する二部 












開始した鉄道輸送は、急速にその重要性を増大し 1860 年代以降は、道路、運河・河川、 
海上輸送などの既存の輸送手段による輸送量を遥かに凌駕することになった ３６ 。そのキ 
ロ数から見ると、1850 年にはまだ 3000 キロメートルに過ぎなかった営業キロ数は、二十 




















る 集 合 的 な 意 識 な の で あ る 」 。 （ Jacques le Goff,  Histoire et mémoire, 






界を見ることを可能にするある秩序に由来する」。（David Harvey, Paris, capital 
of modernity, New York, Routledge, 2003, p.1.） 
2. 本 稿 で は 以 下 の テ ク ス ト を 使 用 し た 。 Émile Zola, Les Rougon­Macquart ， 
histoire naturelle et sociale d'une famille sous le Second Empire, Ⅰ-Ⅴ, 
Gallimard, 《Bibliothèque de la Pléiade》, 1982.引用についての巻数と頁数は 
本文中の（ ）内に記した。現存する日本語訳を参照しながら、文脈の都合上、一部 
変更を加えた。 
3. パリ大 改 造 の道 路 の整 備 や建 設 に関 しては、次 の記 述を参 照 した。Patrice de 





Plessis, De la fête impériale au mur des fédérés, 1852­1871, Seuil, 1973, 
p.160.) 
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動のものとなる」 2 。フロランの思い出はそれらの場所の存在によって蘇る。 
フロランが流刑地にむけて出発したのは、「ちょうどカーニヴァルの浮かれた夜のことで 
あった」(Ⅰ.p.612)。今度、再びパリに戻り、中央市場を目の前にしたフロランが感じたの 































































識されている 1851 年の歴史的出来事を補完する－細部の欠落部分を補って、その全 
体像を完成させるだけではない。それとはまったく別の次元で、出来事それ自体の意味 
を書き換えてしまっている。 














が 1851 年のクーデタという歴史上の出来事に関する集合的記憶に属するかどうかは微 
妙である。しかしながら、歴史上の出来事を多角度から理解するためには役立つだろう。 






の 1851 年のクーデタに関するものである 4 。ゾラがタクシル・ドロールの『第二帝政の歴 
史』の中の 1851 年 12 月 4 日に関する内容を要約し、そのレジュメが「資料記録」 
（dossier）にノートされている。さらに、ゾラが自らそれらのレジュメを 1869 年 1 月 14 日か 
ら 16 日までの Gaulois 紙に発表した ５ 。ここから見ると、ゾラの意図がたんに中央市場と 
いう主題を語ることに終始するのではなく、物語の中に歴史的出来事を配置しようという 
自負を持っていたと言える。つまり最初から、ゾラが 1851 年のクーデタという歴史上の出 
来事とその波紋(流刑地であるカイエンヌとギアナ)を物語の中に配置するという意図が 


















たとえば、ウィルソンは第三巻の『パリの胃袋』における主人公 Auguste Florent とパリ・ 
コミューンの有名の指導者 Gustave Flourens の名前の類似性や、作中にパリ・コミュ 
ーンの二つ重要な場所(le chemin de Courbevoie と Neuilly)への言及などの分析を 
通して、物語の中に 1871 年のパリ・コミューンという歴史事件への潜在的な言及があると 
指摘する ６ 。また、『愛の一ページ』におけるパリのパノラマは集団的記憶を引き起こす契 
































の犠牲者が出たのもヌイイの近くである。4 月 6 日に、モン・ヴァレリアン要塞から砲撃をう 







胃袋』の時間設定は 1858 年 9 月から 1859 年までの間であるにも関わらず、この二つの 
場所の言及を通して、1871 年のパリ・コミューンという歴史上の出来事に間接的に言及 
することができた。 
ミットランの解説によると ９ 、『パリの胃袋』の本格的な作品の草案や細密なプランの作 















ミューン（5 月 21 日と 22 日）の主な展開の場所である。5 月 21 日、ヴェルサイユ軍はパ 
リ西南のサン・クルーを突破し、早いうちにパッシー地区を通過し、パリの 16 区・15 区の 
大部分を占領した。5 月 22 日、明け方の五時には、トロカデロに近いミュエットがたいし 
た戦闘もなしに、付近一帯の陵堡とともに占領されてしまった。トロカデロの占領とともに、 









































そのほかに、パリ・コミューン参加者による 5 月 16 日に解体されたヴァンドームの広場 
の円塔は当時の人々にとっては印象的である。ヴァンドームの広場の円塔はナポレオン 
一世の栄光のシンボルであり、専制政治のシンボルである １２ 。ゾラは『壊滅』においてモ 
ーリスを媒介にして以下のように述べている。「ありとあらゆる暴虐の中で、ひとつだけ彼 























































「エレーヌは、この町の栄光（la gloire de la ville）のすべてが燃え上がってい 


















定は 1854 年 2 月から 1857 年 12 月までの間である。帝政崩壊の 1875 年に完成をみせ 
た新オペラ座は、本来物語に登場するのは奇妙である。物語の執筆する時期(1877－ 



































体系と呼ぶことができる。例えば、『獲物の分け前』に登場したセバストポール大通り １４ は 
その一例である。五年の歳月をかけて完成したこの通りは、その名前から理解できるよう 
に、クリミア戦争（1854－56）での勝利を反映しており、ナポレオン三世ばかりかパリ市民 












































































第二帝政期にパリで開催された最大のイベントが万国博覧会 １６ である。技術と産業の 
祭典である万国博覧会は、国家がその威信と権勢をかけて催す一大イベントである。い 
くつかの物語で登場した産業博物館は、1855 年にフランス初の万国博覧会のために建 
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の波 の広がりであり、〔中 略〕これらのはるか、はるか彼 方（plus haut, plus 
haut encore）に望見するのはノートル・ダム大聖堂の古色蒼然とした黄金の色 





















































































































































































































「都市の永遠な青春」(l’éternelle jeunesse des villes) (Ⅳ．p.102)を感じた。それに 
対 し て 、 第 八 章 で はセー ヌ 川 の流 れ が二 人 にた だ「 永 遠 に 過 ぎ 去 っ た 感 覚 」 （ la 






































































































るという点 を肯 定 したが、表 象 の諸 形 式 を誇 張 しようとする点 においては réalisme 
romanesque であると主張する ９ 。表象の諸形式、特に隠喩や象徴というような表現に注 
意を向けているゆえに、ゾラの作品における神話的性格、いわゆるゾラの叙事詩詩人と 
いう一面が従来強調されてきた １０ 。例えば、リポルはゾラの物語に現実と神話が共存して 
いると主張する １１ 。または、ゾラの「レアリスム」が極度に推し進められ、その極限において 
レアリスムは崩壊し、再び幻想に到達する、いわゆる réalisme symbolique であるとい 










































で「introducteur」または 「justificateur」という役割になる 13 。アモンの指摘した通り、 
開かれた窓は、まずルーボーの視線の自由な移動に条件を与える。そして、ルーボーは 
駅助役という職業から、つまり、その視線の鋭さによって、全景の統一性と各風景の鮮 






































表現そのものとなるのである。そこに現実効果（effet de réel）が生み出される。それは 
近代の一般的なすべての作品の美学を支える、認識されざる真実性の基盤をなしてい 






























































































にとって、現実はわれわれの見えたものの下に隠されたままで、不可視の存在である」 20 。 
空間にはもうひとつの現実が存在する。それは過去における実在であった歴史的現実 
である。第二帝政の終わる頃から執筆開始した『叢書』の世界とは、過去を回顧する物 























































































































































































る第 106 連隊の動きに焦点をすえながら、1870 年 8 月の戦闘からパリ・コミューンにいた 
るまでのプロセスを叙述する物語である。 
物語の構成は三部からなる。第一部は主にスダンの攻防戦までの第 106 連隊の動き 
を叙述する。そこまで主人公ジャンとモーリスは一度も戦ったことがない。なぜならば、二 










































































































最終章の第八章は、主にコミューン内戦でパリが炎上する「血の週間」（71 年 5 月 21 














パリ・コミューン最初の日々（5 月 21 日の日曜日から 5 月 23 日の火曜日）の情景はモ 





























































































歴史的記憶という三つのレベルに分けている 25 。主に歴史における集合的記憶を論じな 
がら、教えられる歴史と生きられる記憶との間のずれを指摘する。ル・ゴフはその著書『歴 
史と記憶』の中で、記憶は依然として「歴史の原材料」、「歴史家にとっての材料の生 
簀」 26 として認められているとしている。そして、野家啓一は歴史を「記憶の共同体」、「共 
同体の記憶」と定義している。彼によると、歴史とは「構造化」され「共同化」された思い 





枠組みに含まれるという点 ２８ から、個人的記憶より集合的記憶に重点を置いたのである。 
ル・ゴフが第三章の「記憶」の冒頭で、個人的記憶というよりは、むしろ集合的記憶を問 

























記憶を通してしか語ることができないからである。フロランが体験した 1851 年の歴史的出 
来事の暴力性、つまり無実の罪で逮捕され、政治犯として外国に流された悲惨な流刑 
生活は、その出来事の当事者、生き残った少人数の一人である彼にしか語ることができ 

































う言葉は、今日では、きわめて多様な意味で使用されている 33 。本来の意味内実は、歴 
史という語に相当する Geschichte と histoire の二極間で揺れる。一方は物語化される 
以前にすでに存在していた過去の出来事、いわゆる物語る人々の言語行為から独立し 
た「現実性としての歴史」を指す。他方では人々の言語行為による一定の視点から過去 








同一の「説話構造」にもとづいて構築されると主張する 36 。その後の著書『記憶・歴史・忘 
却』の中で、レアリスム小説と歴史学の間にある表記法の関連性を指摘したのは、その 








としての歴史的レアリスム）と四人の哲学者に適用した 38 。文学作品、とくに小説におけ 
る叙述のあり方を論じ、文学は歴史をどこまで描けるのか、文学作品が歴史を描くときに 
どういう方法がありうるのかというテーマを真正面から論じたものとしては、ゲイの『小説か 
ら歴史へ』 39 がある。 
リクールの指摘した通り、「歴史叙述のみが、歴史の志向性が実際に起こった出来事 



































































































































































































































































うして、ゾラにおける「レアリスム」を Image­Réalisme という概念によって示したい。 
第一節 イマージュの二重化 













マージュという言葉は「ギリシア語のエイコン eikōn やファンタスマ phantasma に対応す 
るラテン語のイマゴ imago に由来し、もともと視覚的にとらえられたもののかたちを意味 


























る ４７ 。デュボアは主にテクストの中にある固有の「社会学」という点に注目する。彼にとっ 
て、「現実的なもの」はある程度「社会的なもの」であり、「社会的現実」という言葉を主張 


















































































































































れる。例 えば、ミットランによる「記 録 空 間 」(l’espace documenté)と「体 験 空 間 」
137 
(l’espace vécu)、または「地理 空間」(espace géographique)、「個人 生活空 間」 
(espace de la vie individuelle)および「社会空間」(espace social)の区別がある。 
(Henri Mitterand, Zola : l'histoire et la fiction, PUF, 1990, p.125, p.200.)。 
ベストによる「外的空間」(l’espace extérieur)と「内的空間」(l’espace intérieur)の 
区別がある。(Janice Best, Expérimentation et adaptation : essai sur la 
méthode naturaliste d'Emile Zola, J. Corti, 1986, p.52)。トーナドによる「具体 
的地理的な空間」(l’espace géographique et concrète)と「詩学的抽象的な空間」 
(l’espace abstraite et esthétique) の 区 別 も あ る 。 (Jean­François Tonard, 
Thématique et symbolique de l'espace clos dans le cycle des 
Rougon­Macquart d'Emile Zola, Berlin, P. Lang, 1994, p.9.)。そして、シャンタ 
ルによる 「夢 想 的 な 空 間 」(espace romanesque) がある 。(Bertrand­Jennings, 
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錯 覚 であるという結 論 に達 した。（Sous la direction de Gérard Genette et 






手のテクストと作中人物（たち）の諸テクストである」。(Gérard Genette, Nouveau 
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頁 行 誤 正 
ⅱ 13 記録空間」 「記録空間」 
ⅱ 15 体験空間」 「体験空間」 
13 19 1981 1881 
13 下 7 ブルースト プルースト 
15 5 「現実の反映」ルカーチが 「現実の反映」 （ルカーチが 




20 1 道路綱 道路網 
20 6 もっと向かうにも もっと向こうにも 
21 17 道路綱 道路網 
21 下 5 主人公たちの生きられる 主人公たちによって生きられる 
21 下 1 基盤目 碁盤目 
22 3 基盤目 碁盤目 
22 下 8 道路綱 道路網 
24 8 微税 徴税 
24 下 4 ボワソニエール ポワソニエール 
25 下 10 いくつの地域 いくつかの地域 
28 14 金めっきりした 金めっきした 
29 3 帝政崩壊の 75 年 帝政崩壊後の 1875 年 
37 2 その街区の 女性たちにとってその街区の 
39 下 6 最大な成功 最大の成功 
40 7 好例としては 好例は 
42 2 体系が形成する 体系が形成される 




44 下 2 女性消費の急激 女性消費の急増 
45 8 金融資本の急激 金融資本の急増 
45 下 5 ペルール ペレール 
45 下 2 両者のモデルである 両者をモデルとしている 
47 6-7 補償金目立て 補償金目当て 
48 9，11 貪欲を目指す 貪欲を満たす 
50 3 大衆オペラハウスの増殖 大衆オペラハウスの増加
50 13 乗客を選んで 乗客を運んで 
50 下 5 道路綱 道路網 
51 下 11 ベシュー ペシュー 
53 1 タブラ・サラ－白紙状態 タブラ・ラーサ（白紙状態） 
53 12－14 道路綱 道路網 
54 7 近代近代性 近代性 
55 下 10 結びついている 結びつけている 
66 下 3－13 関わらず 拘わらず 
67 下 10 グルネル橋向かい グルネル橋に向かい 
68 15 左岸で 右岸で 
70 2 破壊した 破壊された 
71 下 6－7 1875 年に完成を見せた 1875 年に完成を見た 
71 下 6 物語の執筆する時期 物語の執筆時期 
73 17 形成に実施された 形成のために実施された 
73 下 7 第一節 第二節 
74 12 祭典進行 祭典行進 
74 下 5 ひとめき ひときわ 
76 8 「プロンドのヴィナース」 「ブロンドのヴィナース」 
76 下 1－2 いたるところに いたるところへの 
77 8 破壊には 破壊は 
77 13 破壊した場所 破壊された場所 
77 17 つくるために生まれた つくるために生み出された 
79 17 記憶から 記憶からも 
79 17 生活を上げ続けて 生活を続けて 
83 下 10 現実と表象を結びつく 現実と表象を結びつける 
84 4 全体的から 全体から 
85 2 セヴァストポール セバストポール 
86 8 怪物さのような 怪物のような 
88 下 11 視野に収めているのは 視野に収まっている 
88 下 3 カルノフスキー クラナウスキー 
89 7 特権の場 特権的な場 
90 下 4 演出者 出演者 
97 4 時間の通過 時間の経過 
97 4 関わらず 拘わらず 
97 11 描写の謂 謂
98 4 原因を解く 原因を解明する 
99 4 自由な移動に条件を与える 自由な移動を可能にする 
100 5 サン＝ラザール駅への描写 サン＝ラザール駅の描写 
105 11 他者と分有して 他者と共有して 
109 1 ポート ボート 
112 下 9－10 到着したから 到着してから 
113 下 7 語り手が作中人物の 作中人物の 
114 下 9 狂気のように 狂人のように 
117 15 彼の流刑生活は 彼の流刑生活が 
118 下 10 人間が経験を通して 人間の経験を通して 
118 下 7 希少である 稀である 
120 4 特権な場との解釈 特権的な場であるとの解釈 
124 下 3 人々が 人々の 
124 下 3 認識も施されている 認識も示されている 
130 16 手係り 手掛かり 
131 12 インポット インプット 
133 4 未知の世界に投げ 未知の世界に投げ入れ 
133 12 体験者に記憶表象 体験者による記憶表象 
136 下 2 定式が生まれる 定式化がなされる 
137 6 トーナド トナール 
137 13 二つのレベルで分かられる 二つのレベルに分けられる 
140 7 アルブヴァクス アルヴァックス 
141 13 Qu'est-ce-qu'une description, 
in Poétique, 12 
«Qu'est-ce-qu'une 
description», in Poétique, 
nº12 
148 6 インポット インプット
